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研究成果の概要（和文）：企業が新技術を販売、運用する際の戦略的行動について分析を行った。企業が新技術
の開発に成功した際、その技術を他社に販売して利益を得るのか、自ら新技術を使って事業を行うのか、あるい
はその両方を行うのかによって新技術を開発した企業の利潤は変化し、また経済厚生も変化する。本研究では需
要関数や費用関数をなるべく一般化して分析を行い、企業の最適な戦略を分析した。分析の結果、費用関数の形
状（concaveまたはconvex）によって、企業の最適な戦略は変化することが分かった。
また、微分ゲームを用いた動学モデルの分析を行い、企業の研究開発投資行動を分析した。企業数の変化による
研究開発投資の変化などを分析した。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the strategic behavior of firms when they sell and operate new 
technologies. When a firm successfully develops a new technology, its profit and economic welfare 
change depending on whether the firm sells the technology to other companies, operates its own 
business using the new technology, or both. In this study, the demand and cost functions were 
generalized as much as possible to analyze the optimal strategy of a company. The results of the 
analysis showed that the optimal strategy of a company varies depending on the shape of the cost 
function (concave or convex).
We also analyzed the R&D investment behavior of firms by analyzing a dynamic model using 
differential games. We analyzed, among other things, changes in R&D investment due to changes in the
 number of firms.

研究分野： 産業組織論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
経済社会の発展には、企業が研究開発投資を行い、新技術が生まれることが重要である。技術は一般的に公共財
と考えられており、企業の自主的な研究開発投資のインセンティブはその社会的意義に比べて過少になる。その
ため、政府は企業の研究開発投資を後押しする必要があるが、どの事業にどれだけ補助を行うべきか判断するこ
とは難しい。本研究では企業が新技術を運用する際の戦略的行動を分析することで、より有益なイノベーション
政策を行う助けになると考えられる。多くの企業へ普及する見込みの大きい新技術開発事業を後押しし、効果的
なイノベーション政策を行うための知見を得られたと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

自動車産業やコンピューター産業といった国の基幹産業において、新たな先端企業の参入や、

先端企業から他企業への革新技術のライセンシングは、経済厚生や経済発展にとって重要な意

味を持つ。特に発展途上国においては、貧困改善に生産技術の向上が重要であり、経済発展のた

めに他国からの先端技術の導入が肝要である（Hobday, 1995, Innovation in East Asia, Books）。

田中英式（2013）『直接投資と技術移転のメカニズム』中央経済社では、第二次世界大戦後に台

湾が日本からの技術移転を経済政策によって積極的に進め、経済発展に成功したと主張してい

る。また、政府は技術移転を促進するために税制上の優遇措置を与える産業を選抜する必要があ

ると主張している。ミクロ経済学の分析手法を用いた既存研究は多数存在するが、扱うべき内容

は新技術導入企業の戦略分析、新技術所有企業の戦略分析、政府による望ましい経済政策の分析

と多岐にわたっており、さらなる研究の深化が求められている。 

 新技術を持つ企業の戦略分析としては、企業による革新技術の 2 つの販売方法、Fixed fee と

Royalty の比較が長年に渡り注目されてきた。新技術の対価として一定額を支払う Fixed fee に

対して、Royalty は技術の買手による生産 1 単位毎に一定額を支払う方式である。こうした新技

術販売方法の違いは、時に経済社会へ大きな影響を与える。Fixed fee は企業間での単なる利益

の移動であるため、社会全体の総利益は変わらない。しかし、高い Royalty が課されれば、技術

を購入した企業の生産費用が大きく上昇するため、生産量を減らす必要がある。少ない生産量は

価格の上昇を招き、消費者の不利益につながる。 

近年は、純粋な Fixed fee や Royalty を用いた分析に加えて、最適な Fixed fee と Royalty の

組み合わせが盛んに研究されている（Sen and Tauman, 2007, “General licensing schemes for 

a cost-reducing Innovation”, Games and Economic Behavior, 59, 163-186）。Fixed fee、Royalty

に加えてこれら 2 つを組み合わせたライセンシング形態は現実にも多く確認されている

（Rostoker, 1984, “A survey of corporate licensing”, IDEA, 24, 59–92.）。ライセンシングの

形態を扱った既存研究は多数存在するが、ほとんどの既存研究は線形の需要関数と費用関数（1

単位の生産費用が常に一定）という強い仮定を用いているため、既存研究の分析結果が当てはま

る現実の市場は限られる。 

 

２．研究の目的 

 企業が戦略的に行う新技術の運用戦略について明らかにし、政府が行うイノベーション政策

がより良いものになることを目的とする。 

 新たに生み出された新技術が開発企業の内部で秘匿されるか、あるいはライセンシングによ

って他企業に移転されるかは経済にとって重要な意味を持つ。企業が自社の利潤最大化を目的

として自発的に新技術を普及させるなら、社会全体にとって有益であると考えるためである。潜

在的に普及の可能性が高い新技術の開発を政府が後押しすれば、より効果的なイノベーション

政策が実現できると考える。 

 

３．研究の方法 

 関数の一般化、企業の参入またはライセンシング戦略、二段階オークションを使って分析を行

った。関数の一般化は、理論の適応範囲を広げ、より幅広い経済現象の説明や予測に役立つ。ま



た、今後のさらなる一般化に資するものであり、学術的にも有意義である。加えて、参入または

ライセンシング戦略の分析は多国籍企業論などの分野で注目を集めてきたが、産業組織論の分

野ではほとんど扱われてこなかった問題である。本研究ではゲーム理論の考え方も用いて、二段

階オークションという新しい概念を用いて参入の脅し戦略を定式化している。これにより精密

な企業の行動分析が可能である。 

寡占理論やゲーム理論を用いた新技術の普及に関する研究は、生産費用を引き下げる新技術

を持つ企業の Royalty と Fixed fee に関わる議論が中心であり、多くの研究は線形の需要関数

と限界費用一定の強い仮定を用いた分析を行っている。需要関数と費用関数を一般化すれば多

くの状況に適合するモデルとなるが、有意義な結論を得ることが難しい。本研究では一般化モデ

ルにおける外部企業の最適戦略や Royalty の正負に関する分析を行い、有益な結論を得ている。 

 

４．研究成果 

 新技術を持つ企業が他企業に新技術をライセンシングするか、新技術を使って自社で事業を

行うか、あるいはその両方を行うかという戦略的判断に関して、以下の論文を執筆した。 
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 また、微分ゲームを用いた企業の研究開発投資行動に関する分析を行い、以下の論文を執筆し

た。 
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